
高
総
体
優
勝
を
達
成
し
て

主
将

松
浦
美
穂
子

私
た
ち
剣
道
部
女
子
は
先
月
行
わ
れ
た
高
総
体
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
で
き
た
の
も
、
日
々
熱

心
に
御
指
導
く
だ
さ
っ
た
渡
邉
先
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
、
「
捲
土
重
来
」
を
旨
と
し
て
優
勝
を
目
標
に
練

習
に
励
ん
で
き

た
の
で
、
優
勝

で
き
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
い

で
す
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
、

一
戦
一
戦
を
大

事
に
、
そ
し
て

自
分
た
ち
の
力

を
出
し
切
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
き
ま
す
。

準
優
勝
を
胸
に

主
将

平
川
永
扇

私
た
ち
は
、
こ
の
高
総
体
で
「
三
番
手
に
つ
な
い
で
勝

つ
」
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
、
一
戦
一
戦
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
準
々
決
勝
の
長
崎
南
山
と

の
試
合
は
三
番
勝
負
を
勝
ち
き
り
、
準
決
勝
の
長
崎
北
と

の
試
合
は
大
将
が
敗
れ
た
あ
と
の
三
番
勝
負
で
フ
ァ
イ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
を
勝
っ
て
決
勝
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

決
勝
の
島
原
商
業
と
の
試
合
は
三
番
手
ま
で
ま
わ
す
こ
と

が
で
き
ず
、
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
と
一
歩
で
優
勝
で
き
た
の
に
と
い
う
悔
し
さ
が
残
り

ま
し
た
が
、
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
の
試
合

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

陸
上
男
子

４
０
０
ｍ

五
位

田
浦
慎
太
郎

陸
上
女
子

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

二
位

石
橋
め
ぐ
み

五
位

大
久
保
め
ぐ
み

４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

五
位

体
操
女
子

団
体

三
位

テ
ニ
ス
男
子

団
体

ベ
ス
ト
８

個
人

ダ
ブ
ル
ス

菅
・
野
原
組

ベ
ス
ト
８

シ
ン
グ
ル
ス

菅
祐
一
郎

準
優
勝

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

剣
道
男
子

個
人

準
優
勝

麻
生
邦
義
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

ベ
ス
ト
８

森

大
地

剣
道
女
子

団
体

優
勝

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

個
人

三
位

松
尾
智
子

馬
場
美
香
子

ベ
ス
ト
８

安
永
亜
梨
沙

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

団
体

準
優
勝

個
人

金
子
・
西
村
組

七
位

本
田
・
三
浦
組

八
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

団
体

ベ
ス
ト
８

個
人

小
嶺
・
下
田
組

七
位

弓
道
男
子

団
体

四
位

個
人

準
優
勝

進
藤
元
昌

イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

弓
道
女
子

団
体

六
位

レ
ス
リ
ン
グ

団
体

準
優
勝

個
人

50
kg
級

優
勝

岩
永
竜
太

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

60
kg
級

二
位

原
口
真
人

74
kg
級

二
位

入
江
嘉
朗

三
位

樫
澤
誠
也

84
kg
級

二
位

岩
永
義
成

三
位

森
本

開

96
kg
級

優
勝

廣
瀬
佳
将

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

サ
ッ
カ
ー

ベ
ス
ト
８

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

放
送
部
部
長

岩
永

愛

五
月
二
十
七
日
（
土
）
、
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
で

行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
中
地
区
大
会
に
お

い
て
、
計
十
一
人
入
賞
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
五
名
、
朗
読

部
門
三
名
が
県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。
過
去
最
高
の
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
十
八
日
（
日
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
で
行
わ
れ
た
県
大

会
で
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
岩
永
愛
・
福
田
あ
か
り
・
森

崎
舞
の
三
名
が
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
過

去
最
高
の
成
績
で
す
。
番
組
部
門
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

『
共
に
生
き
る
』
（
松
本
か
お
り
・
宮
崎
邦
子
・
長
谷
亜

未
・
入
江
那
奈
の
四
名
の
チ
ー
ム
の
制
作
）
が
部
門
二
位

で
県
大
会
を
通
過
。
七
月
二
十
四
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

を
中
心
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
六
年
ぶ
り
二
度
目
の
出

場
を
果
た
す
予
定
で
す
。
こ
の
大
会
で
三
年
生
は
引
退
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
の
後
輩
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
本
校
で
は
十
一
名

の
卒
業
生
を
実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。
実
習
の

参
加
者
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
実
習
を
終
え
た
今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
二
週
間

は
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
忙
し
い
状
況
の
中
で
も
、
生
徒
に
対
す
る
細

や
か
な
配
慮
を
大
切
に
し
、
仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

先
生
方
の
大
変
さ
を
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
成
長

に
関
わ
る
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
は
生
物
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
「
生
物
」
と
い
う
教
科
に
興
味
関
心
を
抱

か
せ
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
考
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
毎
日
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
教
育
実
習
で
、
実
際
の
教
師
の
仕
事
を
通
し
て
、

「
教
育
の
在
り
方
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
が
一
番
の

収
穫
で
す
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
教
育
実
習
生

石
橋
賢
昌
／
第
55
回
生
）
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

例
年
に
な
く
激
し
い
雨
の
降
り
続
く
今
年

の
梅
雨
で
す
が
、
こ
の
雨
が
秋
の
実
り
を
も

た
ら
す
も
の
で
し
ょ
う
。
例
え
れ
ば
、
高
校

生
活
の
三
年
間
も
将
来
の
基
盤
づ
く
り
に
向

け
て
の
厳
し
い
季
節
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
「
文
武
両
道
」
＝
学
習
と
部
活
動
の
両

立
に
向
け
て
、
日
々
精
進
し
、
自
分
の
夢
実

現
を
目
指
す
島
高
生
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈

り
ま
す
。

さ
て
、
六
月
初
め
に
行
わ
れ
た
今
年
度
の

県
高
総
体
で
は
、
剣
道
女
子
の
団
体
優
勝
を

筆
頭
に
、
島
高
生
は
各
種
目
で
素
晴
ら
し
い

活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
普
段
見
ら
れ

な
い
生
徒
達
の
様
々
な
表
情
に
感
動
を
覚
え

た
今
年
の
県
高
総
体
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に

部
活
動
か
ら
身
を
引
く
大
部
分
の
三
年
生
諸

君
の
こ
れ
ま
で
の
健
闘
を
称
え
る
と
と
も
に
、

今
後
の
進
路
実
現
に
向
け
て
の
頑
張
り
を
期

待
し
ま
す
。
後
を
引
き
継
ぐ
一
・
二
年
生
に

は
先
輩
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
活

動
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
は
、
一
学

期
期
末
考
査
後
の
最
初
の
休
日
、
校
内
で
は

部
活
動
の
賑
や
か
な
掛
け
声
や
歌
声
が
響
く

中
、
教
室
で
自
学
に
励
む
三
年
生
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
本
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
は
、

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
若
者
達
が
一
層
輝
く
季
節
で
す
。
島
高

生
の
更
な
る
飛
躍
が
楽
し
み
で
す
。

６月２日（金）長崎のかきどまり陸上競技場にて行われた

総合開会式には本校から８５名の選手が堂々の入場行進を

しました。島原高校生は全１２競技に参加し，日頃の努力の成

果を存分に発揮して，優秀な成績をおさめました。

剣

道

部

女

子

高

総

体

の

主

な

成

績

文

化

部

の

活

躍

教
育
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た



第
三
学
年
か
ら

高
総
体
終
了
後
、
放
課
後
補
習
開
始
・
二
週
連
続
の
模

擬
試
験
実
施
と
、
い
よ
い
よ
三
年
生
も
受
験
モ
ー
ド
に
突

入
し
、
教
室
の
中
で
、
自
学
に
励
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

更
な
る
意
欲
喚
起
の
た
め
に
先
日
、
進
学
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
七
十
五
名
の
保
護
者
の
参
加
も
あ
る
中
、

受
験
に
対
す
る
基
本
的
な
心
構
え
、
学
習
方
法
な
ど
に
つ

い
て
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
変
役
に
立
つ
素
晴
ら
し
い
内

容
で
し
た
。
「
学
力
の
顕
著
な
伸
び
は
開
始
五
ヶ
月
後
」

と
い
う
こ
と
。
今
や
っ
た
こ
と
が
十
一
月
ぐ
ら
い
に
結
果

と
な
っ
て
表
れ
る
訳
で
す
。

「
夏
を
制
す
る
者
は
、
受
験
を
制
す
」
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
七
～
八
月
に
計
画
さ
れ
て
い
る
五
～
六
回
の
模
擬

試
験
・
夏
季
補
習
・
雲
仙
学
習
合
宿
等
を
上
手
く
活
用
し

て
学
力
ア
ッ
プ
の
熱
い
夏
に
し
て
欲
し
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

た
だ
、
受
験
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱
い
せ
ず
、
家

庭
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
・
役
割
を
持
た
せ
て
下
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
（
第
三
学
年
主
任

吉
田
英
雄
）

第
二
学
年
か
ら

高
総
体
、
県
一
斉
実
力
テ
ス
ト
、
期
末
考
査
、
進
研
総

合
学
力
テ
ス
ト
、
と
慌
た
だ
し
か
っ
た
期
間
が
ど
う
に
か

終
わ
り
、
生
徒
も
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一

息
つ
い
た
ら
ま
た
次
の
目
標
を
見
据
え
て
動
き
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
夏
季
休
業
中
に
は
、
今
一

度
進
路
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
面
談
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
七
、
八
月
に
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実

施
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
九
州
大
、
熊
本
大
、
長
崎
大
、

シ
ー
ボ
ル
ト
大
、
長
崎
県
立
大
等
は
学
校
の
方
で
と
り
ま

と
め
を
し
て
、
人
数
が
多
い
場
合
は
バ
ス
を
手
配
す
る
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
志
望
校
で

な
く
て
も
、
志
望
学
部
の
説
明
を
聞
い
て
み
た
り
、
大
学

の
雰
囲
気
を
感
じ
る
だ
け
で
も
十
分
有
意
義
な
経
験
に
な

り
ま
す
。
日
程
の
都
合
が
つ
け
ば
、
そ
の
他
の
学
校
に
行
っ

て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
こ
う
い
っ

た
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
第
二
学
年
主
任

釘
島
正
智
）

第
一
学
年
か
ら

島
高
に
入
学
し
早
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
高
校
生
と

し
て
、
一
通
り
の
経
験
は
積
ん
だ
頃
で
し
ょ
う
か
。
六
月

県
高
総
体
後
、
特
に
運
動
部
で
は
ほ
と
ん
ど
の
部
活
動
で

三
年
生
が
引
退
し
、
二
年
生
が
中
心
と
な
っ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
学
習
と
部
活
動
と
の
両
立
が
本
格
的
に
始
ま
っ

た
わ
け
で
す
。
特
に
七
月
や
八
月
は
部
活
動
に
没
頭
し
、

学
習
が
疎
か
に
な
り
が
ち
な
時
期
で
す
。
六
十
一
回
生
も

夏
を
上
手
く
越
え
、
学
力
や
部
の
勢
い
が
試
さ
れ
る
秋
季
・

冬
季
に
納
得
の
い
く
結
果
を
出
す
た
め
、
こ
の
夏
、
学
習

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
期
末
考
査
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
何
よ

り
、
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
受
験
し
た
の
か
確
認
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
結
果
が
う
ま
く
い
っ
た
も
の
は
、
必
ず
、
準

備
が
よ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た

場
合
、
努
力
に
見
合
っ
た
結
果
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
程
度

し
か
努
力
で
き
な
か
っ
た
の
か
な
ど
反
省
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
次
は
頑
張
る
か
ら
」
と
い
う
決
意
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
理
コ
ー
ス
や
地
歴
・
理
科
の
科
目
選
択

に
つ
い
て
、
本
人
と
確
認
の
う
え
選
択
確
定
の
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
面
談
で
最
終
的
な
確
認
を
行
い
ま
す

が
、
御
相
談
に
は
随
時
対
応
い
た
し
ま
す
。
一
通
り
確
定

し
た
後
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
遠
慮
無
く
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
第
一
学
年
主
任

酒
井
俊
治
）

理
数
科
か
ら

去
る
五
月
二
日
（
火
）
に

理
数
科
課
題
研
究
発
表
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
理
数
科
に
は
、
二
年

次
に
「
課
題
研
究
」
と
い
う

授
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
自
ら
科
学
的
な
課
題
を
設

定
し
、
研
究
す
る
こ
と
で
科

学
的
な
も
の
の
考
え
方
、
研

究
の
仕
方
、
考
察
方
法
を
探
究
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
お
り
、
週
一
時
間
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て

一
年
間
か
け
て
研
究
を
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
現
三
年
生
が
二
年
次
か
ら
今
年
四
月
ま
で
か

け
た
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
研
究
テ
ー
マ
は
下
の
と
お
り
で
す
。
テ
ー

マ
は
自
分
た
ち
で
考
え
て
設
定
し
ま
し
た
。

〔
研
究
テ
ー
マ
〕

物
理
分
野

①Dange

r
of

a
mobile

tel

e
p
h
o
n
e

（
携
帯
電
話

の
危
険
性
）

②
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
つ

い
て

化
学
分
野

①
吸
水

性
ポ
リ
マ
ー

②
藁

に
よ
る
紙
作
り
③
光

触
媒
の
力

④
セ
ッ

ケ
ン
の
製
作

生
物
分
野

①
便
の

色
の
解
明

②
手
作

り
培
地
へ
の
道

③
島
原
土
壌
環
境
調

査④
ド
ジ
ョ
ウ
の
人
工

授
精

数
学
分
野

①
平
面

充
填
・
空
間
充
填

発
表
会
に
は
一
、

二
年
生
の
理
数
科
の

生
徒
や
職
員
も
多
数

参
加
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
に
は
「
藁
に
よ

る
紙
作
り
」
が
、
優

秀
賞
に
は
「
吸
水
性

ポ
リ
マ
ー
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

〔
最
優
秀
賞
の
研
究
の

概
要
〕

現
在
、
紙
作
り
は

森
林
資
源
の
大
幅
な
減
少
と
い
う
重
大
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
そ
こ
で
私
達
は
日
本
各
地
で
入
手
が
容
易
な
稲
ワ

ラ
を
用
い
た
、
わ
ら
半
紙
の
作
成
方
法
に
改
善
を
加
え
る

こ
と
に
し
た
。
わ
ら
半
紙
は
学
校
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
が
、

上
質
紙
と
比
べ
白
さ
が
無
く
長
期
保
存
に
向
か
ず
、
強
度

が
弱
い
。

そ
の
た
め

か
、
一
般

に
用
い
ら

れ
る
こ
と

は
あ
ま
り

無
い
。
こ

の
点
を
解

消
し
、
上

質
紙
と
遜

色
な
い
紙

に
な
れ
ば
、

一
般
に
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
・
・
・
。

〔
発
表
者
の
声
〕

・
今
回
の
発
表
は
準
備
は
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
け
れ

ど
、
理
数
科
の
活
動
の
集
大
成
だ
と
い
う
気
持
ち
で
一
生

懸
命
取
り
組
ん
だ
。

・
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
に
対
し
て
予
測
・
実
験
・

考
察
を
行
い
、
研
究
し
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
が
身
に
し

み
て
分
か
っ
た
。

〔
見
学
者
の
声
〕

・
全
体
的
に
話
が
難
し
く
、
質
問
も
奥
深
く
て
、
さ
す
が

三
年
生
だ
と
思
っ
た
。

・
難
し
い
質
疑
に
対
し
、
素
早
く
的
確
に
答
え
る
先
輩
方

の
姿
を
見
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
興
味
深
い
内
容
が
多
く
、

勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
や
設
備
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
工
夫
を

し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
理
数
科
主
任

片
山
泰
成
）

Ｈ１８第２号（通巻第１４号） 青き楓～島高だより～ 平成１８年７月１２日（水）

７月
８日（土）１・２年進研（記述３教科）
８日（土）・９日（日）３年進研（記述５教科）
９日（日）英検２次

１１日（火）第１回島高青楓塾
１３日（木）球技大会
１４日（金）公務員模試④
１５日（土）土曜講座
２０日（木）終業式
２１日（金）人生の達人セミナー
２１日（金）～２８日（金）授業設定日（土日除く）
２２日（土）夏期補習（１・２学年）
２２日（土）・２３日（日）３年代ゼミマーク
２６日（水）第１回オープンスクール
２９日（土）・３１日（月）夏期補習（全学年）

８月
１日（火）・２日（水）夏期補習（全学年）
３日（木）～１０日（木），１６日（水）夏期補習（３年）
５日（土）・６日（日）全統マーク模試（３年）
９日（水）登校日

１１日（金）駿台東大・京大・九大模試（３年希望者）
１７日（木）～２３日（水）雲仙学習合宿（３年）
１９日（土）学研ハイレベル模試（２年希望者）
２０日（日）スタディーサポート（１・２年）
２１日（月）～２４日（木）夏期補習（１・２年）
２５日（金）～３０日（水）授業設定日（土日除く）
２６日（土）１・２年中地区模試（記述３教科）
２６日（土）・２７日（日）３年中地区模試（記述５教科）
２９日（火）第２回オープンスクール

９月
１日（金）始業式

１０日（日）体育祭
１２日（火）校内実力試験（１・２年）
１５日（金）文化祭
１６日（土）駿台ハイレベル模試（２年希望者）
１６日（土）・１７日（日）進研マーク模試（３年）
２９日（金）学年末考査（３年）

夏

に

向

け

て

チ

ャ

レ

ン

ジ

を

理
数
科
課
題
研
究
発
表
会

http://www.shimabara-h.ed.jp/ 〒855-0036 島原市城内２丁目1130番地 TEL:0957-62-4155，63-7100
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７
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７
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７
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７
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月
）
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課題研究発表の様子

課題研究の全景


